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国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター(厚生労働省委託事業 )

は､国際的に脅威となっている薬剤耐性(AMR)対策の普及啓発活動の一環として､国民の皆

様によりわかりやすく理解を深めていただくために､インフォグラフィックによる「知ろ

うAMR､考えようあなたのクスリ」をシリーズ化して公開しています。

その第４弾として､“子どもの風邪対策から薬剤耐性を予防しよう”を、2017年12月20日

(水)より薬剤耐性AMR情報サイトhttp://amr.ncgm.go.jp/で公開いたします。

知ろうAMR、考えようあなたのクスリ 第４弾

薬剤耐性(AMR)とは､病原体が変化して抗菌薬･抗生物質が効かなくなる問題です。このまま対策を

行わないと､2050年には 1,000万人(3秒に1人※) の死亡が想定され､現在のがんによる死亡者数を上回

ることが指摘されています。
※英国薬剤耐性に関するレビュー委員会(オニール委員会)第一次報告（2014年12月）

今回は、「子どもの風邪対策から薬剤耐性を予防しよう」をテーマに、「子どもが風邪をよくひく

主な理由」や「子どもへの抗菌薬の処方状況」「抗菌薬の使い方」などについてインフォグラフィッ

クにまとめました。

インフォグラフィックで知る薬剤耐性(AMR)Vol.４
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子どもが風邪をよくひくのはなぜ？
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子どもは大人より抗菌薬を投与する機会が多い
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全国の年代別における抗菌薬総投与量を見ると、70歳以上を除いた全年代中0～9歳の子どもが一番多いことがわ
かっています。子どもは風邪などで医療機関を受診する機会が多く、そのために抗菌薬を処方される機会が多く
なるものと思われます。子どもは1回に飲む薬の量が少なく、高齢者以上に抗菌薬を飲む機会はかなり多いと考
えられます。
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薬剤耐性の予防には抗菌薬を正しく服用することが大切です
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抗菌薬について正しく理解をし、抗菌薬を服用する際は、医師や薬剤師の指示を守って、適切

な量を適切な期間、服用しましょう。


